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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　８月のはじめ、今
津町の農家　成宮
さんから、通常の

２倍の大きさのイチジクが実ったと
の情報をいただきました。高島市は、
昨年の大津市場への出荷が県産の約
65％を占める県内有数のイチジクの
産地です。明るい話題で勢いにのって
ほしいですね。▼今号の特集は、介護
について。認知症の 1 人歩きの調査
結果等を掲載しています。敬老の日を
前に認知症や介護の理解を深めてみて
はいかがでしょうか。　　　　（Ｓ）

大溝城天守台跡

白鬚神社（本殿は国の重要文化財に指定）

岩除地蔵

乙女ヶ池周辺の万葉歌碑

夏
の
思
い
出
ウ
ォ
ー
ク

　

近
江
高
島
か
ら
北
小
松

　
７
月
20
日
、「
探
訪
【
近
江
水
の
宝
】

湖
西
明
神
崎
を
ゆ
く
―
白
鬚
神
社
―
」

を
滋
賀
県
教
育
委
員
会
と
共
催
で
高
島

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
協
力
の

も
と
実
施
し
ま
し
た
。
約
60
人
の
参
加

が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
近
江
高
島
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ

北
小
松
駅
ま
で
の
間
を
歩
き
な
が
ら
文

化
財
を
探
訪
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
溝
城
天
守
台
跡
を
訪

ね
ま
し
た
。
こ
の
城
は
、
天
正
６
年

（
１
５
７
８
）
に
織
田
信
長
の
甥
で
あ

る
信
澄
が
築
城
し
ま
し
た
。
今
は
、
天

夏
の
思
い
出
ウ
ォ
ー
ク

　

近
江
高
島
か
ら
北
小
松

の
最
勝
寺
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　
最
勝
寺
を
あ
と
に
、
五
世
紀
代
の
人

骨
が
出
土
し
た
打
下
古
墳
に
立
ち
湖
北

の
湖
を
遠
望
し
て
、
鵜
川
四
十
八
体
石

仏
を
経
て
、
目
指
す
白
鬚
神
社
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

　
白
鬚
神
社
は
、
古
い
由
緒
を
持
ち
総

社
と
し
て
の
風
格
が
あ
り
ま
す
。
現
在

の
本
殿
は
豊
臣
秀
吉
の
遺
命
に
よ
り
、

秀
頼
が
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に
再

建
し
た
も
の
で
、
境
内
に
は
他
に
も
多

く
の
文
化
財
が
所
在
し
ま
す
。

　
白
鬚
神
社
か
ら
南
に
進
ん
で
、
鵜
川

の
棚
田
に
感
心
し
な
が
ら
、
西
近
江
路

の
難
所
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
鎧
岩
を
過

ぎ
て
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
岩い
わ
よ
け除
地
蔵
さ

ん
で
一
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
旧
江

若
鉄
道
跡
を
歩
み
、
Ｊ
Ｒ
北
小
松
駅
に

到
着
し
ま
し
た
。

　
こ
の
探
訪
コ
ー
ス
は
、
比
良
山
と
琵

琶
湖
が
織
り
成
す
風
光
明
媚び

な
、
お
薦

め
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
秋
の
９
月
５
・

６
日
の
白
鬚
神
社
秋
季
大
祭
の
行
事
に

あ
わ
せ
て
探
訪
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
（
３
６
）１
５
５
３

守
台
跡
と
推
定
二
の
丸
跡
・
三
の
丸
跡

を
残
し
、
水
城
で
あ
っ
た
面
影
を
一
部

留
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
古
城
そ
の

も
の
の
佇た
た
ずま

い
で
す
。

　
次
に
、
乙
女
ヶ
池
周
辺
の
万
葉
歌
碑

二
基
、
風
景
と
共
に
北
陸
道
を
観
察
し

ま
し
た
。

「
大
船
の
香
取
の
海
に　

碇
お
ろ
し

　

如
何
な
る
人
か　

物
思
は
ざ
ら
む
」

　
　
　
　
　
　

巻
十
一
―
２
４
３
６

「
何
処
に
か　

舟
乗
り
し
け
む　

高
島
の

　
　
　

香
取
の
浦
ゆ　

漕
ぎ
出
来
る
船
」

　
　
　
　
　
　
　

巻
七
―
１
１
７
２

　
そ
し
て
古
道
の
傍
ら
の
く
さ
地
蔵
と

磨ま
が
い
ぶ
つ

崖
仏
を
拝
ん
で
、
蓮
如
上
人
ゆ
か
り


